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要 旨 照葉樹林の林分と土壌を，なるぺくそのままの状態で移動させる手法で移植を行った．その林分で，

草本層群落（高さ 3m 以下）の経年変化を移植後 5 年間 (1988 年から 1992 年）にわたって調査した．林床

を lmXlm のメッシュに区切り， 各メッシュに出現した種の被度と高さを記録し． 木本種については個体

数も数えた．

調査期間中に出現した種は， 株や種子が移植元から運ばれたと考えられる移入種と， 生態園およびその周

囲から新たに侵入したと考えられた種， すなわち侵入種とが認識された． 木本種については，稚樹の増加パ

ターン，当年生実生の出現パターンの区分を行い，そのパターンによって移入種と侵入種が区分された．

草本種のうち侵入種は，まず一年生草本の優占度が初期に高かったが，その後 1990 年まで減少し，変わっ

て，多年生草本が増える傾向を示した． しかし， 1992 年には，多年生草本の出現頻度も減少した．ー方，移

入種では，一年生草本のペニパナポロギクなど，初期に優占し．その後減少傾向を示す種も見られたが，多く

の種の出現頻度は，変化がないか，あるいは増加した．

木本種では，出現した 65 種のうち，侵入種は，継続的に種子が侵入していると考えられた 14 種のみで

あったが， 1992 年の個体数では．全個体数の 41% を占めていた．

移入種については，株による移入，埋土種子による移入．移植された樹木からの散布が考えられた．また，

移植後の草本層の群落の組成は，移植元に成立していた植生や埋土種子を反映するものであった．

キーワード：森林の移植，草本層群落，侵入種．移入種，経年変化．

森林の移植は，他所の林分の表土，林床，樹木を移

植することによって，移植先での植生再現を早めるこ

とを意図したばかりではなく，植物群落の一部を，で

きるだけそのままの状態で移動させる試験的意味あい

を持たせ実施されたものである． このような移植の方

法の名称については，中村 (1990) や Nakamura and 

Ohba (1993) では， コピー移植 ("Copy transplantｭ

ing") と森林移植 ("Stand move") が併記され， 中村

(1993, 1994) ではコピー移植の用語を用いている．本

報では，移植元の森林群落の一部をそのまま動かすと

いう意味でこの手法を森林移植法，移植後の森林を森

林移植地と呼ぶこととする．

この手法は，あまり他に類例を見ない植生再現の手

法であるが，その得失を明らかにする上では，移植後

の長期の追跡調査が不可欠である．本報は草本層群落

の経年変化について報告するものである．なお，低木

層以上については中村ほか (1994) で報告されている．

調査地と調査方法

1. 林分の移植の方法

森林移植の対象とした林分は，鴨川市広場小字中台

峯 2 の 102-2 に成立していた約 230 m2 の常緑広葉

樹林であった．林分は，スダジイ，アラカシ，ウラジ

ロガシが優占し．移植目的地である生態園の南方約

50km, 標高約 210 m に位置していた．

移植に先立ち，森林群落および土壌条件に関する事

前調査が行われた．その後, 1987 年 6 月 12 日から 7

月 21 日に根回し作業を行った．林分の移動作業は．

1988 年 7 月 l 日から行われ，林床植生の採取．落葉

落枝及び表土，岩石の採取，中高木及び高木の堀採り

と根巻き，根廻しした高木の堀採り，下層土壌（深さ

約 30cm) の採取の順に作業が進められた．採取され

た植物や土壌については随時灌水が行われた．

千葉県立中央博物館生態園の移植地では，移植作業

に先だって土壌が約 40 cm 掘り下げられた後，移植

元の樹木配置図に基づき移植樹木の位置だしが行われ

た．生態園での林分の再構成は，移植元の林分の移動

作業とはほぼ反対の手順で行われた．すなわち，高木

層の樹木の植え付けと下層土壌の設置，中低木層の樹

木の植え付け，表土の設置と下層土壌の植え付け．落

葉落枝及び岩石の設置の順に行われた．林分の再構成

の作業は 1988 年 8 月 31 に完了した．

移植直後の林分の周りには，黒の寒冷紗で高さ lm

の囲い柵を設置し，林床保護のため藁が林床に敷き詰

められたなお，移植作業中も植物や根土等が乾燥し

ないよう，随時灌水が行われた．
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図 I.
m. 

調査区域の区分け. 1 メッシュは 1 m X 1 

上述の森林移植の作業の過程は中村ほか (1994) に

詳細に記述されている．

2. 調査方法

移植後の林床の調査は 1988 年から 1992 年の毎

年， 12 月から 2 月にかけて行われた．本報告では．調

杏年の表示は．調査年度を示している（例えば， 1988

年 12 月から 1989 年 2 月にかけて行われた調査は，

1988 年の調査とする）．冬期の調査は，植生に与える

ダメージを軽減すると同時に，毎年の定着実生を発見

しやすいというメリットがある．

調査では，林床を lmXlm のメッシュに区分し

（図 1). 各メッシュの草本層に出現した草本種とツル

植物種樹高の低い木本種（木化した茎が lm を越さ

ない種）の種ごとのパ一セント被度と最大高を記録し

た．生態園全体で優占度の高いセイタカアワダチソウ

を草本層として含めるため．草本層は 3m 以下とし

た．

なお, 1991 年の調査では，被度 5% 以上の種の記

載しか行わなかっ．たので，今回の解析からは省いた．

ツル植物やヤプコウジなどの樹高の低い木本種を除

く木本の実生については，各メッシュに出現した個体

数を記録した． このうち，当年生実生については別途

記録したなお，草本層で最初に発見された個体は，

その後のサイズが大きくなっても，同様に調査の対象

とした．

調査結果の検討にあたっては，千葉県立中央博物館

の原正利氏．大野啓ー氏，遠藤泰彦氏，吹春俊光氏が

1987 年 5 月に行った林床の植生調査の結果との比較

を行った．

結 果

1. 草本種の経年変化

草本層群落では， 4 年間で 190 種の草本種が出現し

た． この中には，木本種であっても，個体識別の困難

なアケビやテイカカズラなどのツル植物や，ヤプコウ

田 和 弘
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凡例

• 1 0%未満
• 10%以上20%未満

• 20%以上30%未満

• 30%以上40%未満

• 40%以上

図 2. 草本層群落の被度の経年変化●の直経
は，各メッシュに出現した全ての種のパ一セント
被度の合計値を 5 段階で表している．

ジなどの樹高の低い木本性種も含まれている．種類数

の経年変化をみると， 1988 年の 125 種から 1989 年

には 139 種と最大になり， 1990 年には減少傾向に転

じて， 1992 年には 94 種に減った．

被度（各メッシュに出現した種の被度の合計）の平

均も種類数と同様の傾向を示し， 1989 年に 70.6% と
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森林移植地の草本層群落

最も高くなったが，その後 1990 年, 1992 年と減少を

続けた．被度の経年変化を面的にとらえるために，各

メッシュの被度を図 2 に示した. 1988 年には薬が敷

き詰められていることもあり, 10% 以下の被度の

メッシュが全体の 77% を占めていた．被度の高い

メッシュは． ヒメカンスゲやケスゲなど．林床草本が

移植された所であった. 1989 年には．被度が 50% を

越えるメッシュの数が全体の 86% を占めた. 1990 

年， 1992 年には被度の平均が低下しているが． 西側

（図の左側）や中央よりやや東側の斜面上部のメッ

シュで被度が低下し，中央部や東部では被度が 50%

を越えるメッシュが多いというパターンを示した．

次に．草本層の種組成の経年変化についてしめす．

草本種は侵入種と移入種の 2 つに区分した．移入種と

は．移植工事に伴って株で持ち込まれた種．土中の埋

土種子や根茎で持ち込まれた種．及び移植された個体

から繁殖した種である．なお．本調査では. 1) 生態園

周囲には，生育していないか稀な種, 2) 1988 年当初

から出現頻度の高い多年生草本， 3) 移植前に，現地で

確認されている種 4) 移植元の土壌中の種子から実生

が出現した種（岩瀬, 1989), という 4 つの基準のう

ち 1 つ以上iこ該当する種を移入種と推定した．侵入種
とは．移植地に隣接した生態園およびその周辺から自

然に侵入したと考えられる種である．以下に．移入種

と侵入種を分けて．組成の経年変化を示す．

(1) 移入種

表 l に移入種と区分した種の組成の経年変化をし

めす．

調査期間中，移入種と認められた種は, 96 種であっ

た．移入種の種数は, 1988 年から 1990 年までは 70

種から 73 種と大きな変化はないが, 1992 年には 52

種にまで減少した．被度の合計は, 1988 年の 3% か

ら 1989 年の 22% にまで急激に増加し．その後 1992

年の 27% まで緩やかに増加している. 1988 年から

1990 年の間に出現したものの, 1992 年には姿を消し

た種は 37 種あり， 1988 年のみに出現した種類はヤプ

レガサ，フモトスミレなどの 15 種であった．また．ッ

ルアリドオシやイタビカズラは， 1992 年まで毎回出

現しているが, 1989 年にはそれぞれ 15.8%, 2.5% 

だった出現頻度が 1992 年には 0.7%, 1.5% にまで減

少している．

ー方， 1992 年までの 5 年間で，出現頻度が，ほぼ一

定かむしろ増加している種は 40 種認められた．例え

ば．出現頻度 10% 以上の値を持つ種をみると．アズ

マネザサ．ナキリスゲ，テイカカズラ．ケスゲ， フユ

イチゴ．クサイチゴ，シラスゲの出現頻度は， 1988 年

から 1992 年にかけてほぽ毎年増加している． また．

ャプコウジ，カンアオイの出現頻度は安定している．

(2) 侵入種

表 2 は侵入種の組成の経年変化をしめす．侵入種は

5 年間の調査で 94 種が認められた．種類数は， 1988 

年の 61 種から 1989 年には 74 種と最大になり．

1992 年にはその半分の 37 種に減少した．被度は．

1988 年には 1% であったが, 1989 年には 45% と最

も高く．以後減少傾向を示し, 1992 年には 7% と

なった．侵入種には，全体として明るい環境を好む種

が多くみられた．とくに, 1988 年に出現し 1992 年に

出現しなかった 38 種のなかには． アキメヒシバ， ウ

シハコペ，イヌビュ．ィヌタデ．オオイヌノフグリ．

ホトケノザ．ャプタビラコなどの一年生草本が多くみ

られた．

経年変化をみると， 1988 年には， 一年生草本であ

るウシハコベ，オニタビラコ．ネズミムギが高頻度で

出現した．多年生草本であるハルジオンも 49.8% と

高い頻度を示した. 1989 年には． 一年生草本のウシ

ハコペ．オニタビラコ，越年生草本のオオアレチノギ

ク． ヒメムカシヨモギが高頻度で出現した．特にオオ

ァレチノギクの被度は, 21% と群を抜いて高かった．

多年生草本では，セイタカアワダチソウの出現頻度が

高かった. 1990 年には, 20% を越す高頻度で出現す

る一年生草本は．ネズミムギ．ヤエムグラ．オニタビ

ラコの 3 種であった．多年生草本では．セイアタカワ

ダチソウの出現頻度が 85% と高かったほかは．ャプ

ヘビイチゴやチドメグサ， ッポクサ，イなど半日陰を

好む種の頻度が高くなっている． ー方， 1989 年に出

現頻度が高かったウシハコベ．オオアレチノギク， コ

ナスビの出現頻度は低下している. 1992 年には． 頻

度 20% を越える種はセイタカアワダチソウだけで．

すべての侵入種の頻度が減少傾向を示した．特に．セ

ィタカアワダチソウ．ハルジオン，オニタビラコ，ヤ

エムグラの出現頻度の低下は顕著である．

2. 木本種の経年変化

木本種は, 65 種出現した．個体数は， 1988 年には

323 本であったが，その後増加し 1991 年には 1907

本とビークに達し, 1992 年には 1785 本と 122 本の

減少があった（表 3). 各種の本数の経年変化をみる

と．多くの種では 1988 年から 1991 年の間に個体数

のビークをもつが．アカメガシワ． ヒメコウゾ．キヨ

ズミイポタなどは 1992 年まで増加傾向を示した．逆

に，カラスザンショウ，エンコウカエデ．ヤマッツジ．

タイミンタチバナ．アセビは緩やかであるが減少傾向

を示している．

出現した木本種の由来を推測する上で，まず，各種

の本数の増加・減少のパターン．当年生実生の出現バ

ターンによって．種の区分を以下のように行った（表

3). 

I. 当年生実生が多く出現した種以下の 2 グループ

に区分できた．

I-1. 当年生実生数のピークが移植直後 (1988 年あ
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表 1. 移入種（移植工事の過程で移入されたと考えられる種）の平均被度と出現頻度の経年変化
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表 2.

変化

森林移植地の草本層群落

侵入種（移植後．生態園およびその周辺から侵入したと考えられる種）の平均被度と出現頻度の経年
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平 田 和 弘

表 3. 森林移植地に出現した木本種の稚樹個体数（朋芽も含む）の経年変化． 括弧内は， 当年生と判定した
実生の本数であるが．当年生のルートサッカー由来のシュートも含まれている．ルートサッカーの頻度が高い
と考えられる場合は，下線を引いた．種の区分は．稚樹および当年生実生の出現パターンによって区分されて
いる．

種名

I-1 
§アカメガシワ
ヌルデ

•§ タラノキ
アブラギリ

曇 カラスザンショウ
§ネムノキ
ウルシ
ハゼノキ
§クサギ
キブシ
サンショウ
ウツギ
ウリカエデ
ハコネウツギ
ネズミモチ

1-2 
イヌシデ

§エノキ
ムクノキ
シロダモ
夕ブノキ
ヤブニッケイ
ヤブッパキ
クスノキ
マルパシャリンパイ
イヌマキ
イポタノキ

曇 キヨズミイポク
* スダジイ
骨 アラカシ
•§ ヒサカキ

II-I 
骨 エンコウカエデ

オオモミジ
曇 マルバアオダモ
* エゴノキ
骨§ ヤマッツジ
骨ガマズミ
* コパノガマズミ
* ックパネウツギ
* タイミンタチパナ
* ミヤマシキミ
曇 ツルグミ

アセピ
* カヤ
骨コナラ
* クロモジ
* アオキ
II-2 
§ヤツデ
シュロ

* ムラサキシキプ 1( 0) 
リュウキュウマメガキ1( 1) 

•§ コゴメウツギ 3( 2) 
ヤマザクラ 6( 6) 
ウワミス‘ザクラ 1 ( 1) 

* マルパウツギ 1 ( 1) 
II-3 

ヒイラギ
ピラカンサス SP

III 
クマノミス＇キ
ヒメコウゾ

骨 カキノキ

そのほか
ゴンズイ 1( 0) 1 ( 0) 1( 0) 
ニガキ 1( 0) 
マユミ I( 0) 1( 1) 2( 0) 2( 0) 1( 0) 

曇 コマユミ 2(2) 1 (1) 
イヌツゲ 1 ( 1} 1( 0) 1 ( 0) 1( 1} 
マサキ 1( 1) 0( 0) 0( 0) 1( 0) 2( 2) 

未同定 4( 3) 3( 2) 12( OJ 8( 0) 9( 0) 

合計 323 912 1572 1907 1785 

a : 個体数の出現パターンから移入種．侵入種と区分できた種をそれぞれ女と＊で示す．
曇：移植前に．現地で確認された種を示す．
ｧ: 岩瀬 (1 9 8 9} により移植元の土壌から埋土種子の発芽が確認された種を示す．

1 9 8 8 

出現本数（当年生実生本数）

1989 1990 1991 

移入種・

1 9 9 2 1曼入種
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*
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森林移植地の草本層群落

るいは 1989 年）にある種

1-2. 当年生実生が調査後期 (1991 年あるいは

1992 年）に出現した種．

II. 当年生実生がはとんど確認されなかった種以下

の 3 グループに区分できた．

Il-1. 移植した年の 1988 年に個体数が最も多い種

Il-2. 移植後 (1989 年あるいは 1990 年）に個体数

がめざましく増加した種．

IIー3. わずかではあるが，当年生実生が淵査後期

(1991 年あるいは 1992 年）に出現した種．

III. ルートサッカーによる増殖が顕著であった種

上述の出現パターンを参考にして．木本種を移人種

と侵人種に区分することができる（表 3).

グループ I に属する種は， 当年生実生が多いことか

ら種子の発芽によって個体数が増加している種である

ことがわかる． このうち，移植直後に当年生実生の多

く出現した 1-1 に属する種は，移植元の土壌に紛れて

いた埋土種子が発芽したものと推測できる. 1-2 に属

する種は，調査の後期にも当年生実生が出現したこと

から．種子の供給が継続していたと推測される．従っ

て， 1-1 に属する種は移入種であり， 1-2 に属する種は

ほとんどが侵入種であると判断される．ただし, I—2 

に属するアラカシ． スダジイ， ヒサカキは，移植され

た木本屑の個体が結実していたことから，移人種と判

断される．

グループ II に属する種は，株によって移人された場

合と種子起源の場合とが考えられる．なお．このグ

ループでは種子起源の場合でも，一年に 2 回以上開芽

を行ったり．芽鱗痕が不明瞭であるなどして．当年生

実生がほとんど認識されなかったものである. Il-1 に

属する種は． 移植が終了した 1988 年あるいは翌年の

1989 年に個体数が多かった種で．表層土壌とともに

移入されてきた株に由来していると推測された． これ

らの種では．移植後の調査でも株からシュートを出し

ている個体が頻繁に観察された. Il-2 と IIー3 に属す

る種は，現地での観察で株由来の個体ではなく，実生

が多かった種であった. Il-2 に属する種は，調査の初

期 (1989 年あるいは 1990 年）に個体数が最も増加し

ていたので， 1-1 と同様埋土種子により移入された移

入種であると判断された. I―2 に属する種は， わずか

ではあるが 1992 年にも当年生実生が出現したので，

種子の供給が継続している侵人種であると判断され

た．

グループ III に属する種は，ルートサッカーによる

繁殖が顕著であった種で，出現パターンは明瞭ではな

ぃ．従って．移入種であるか侵入種であるかは判断で

きなかった．

以上のように．出現パターンによって木本種を侵入

種と移人種に区分すると，全 65 種のうち侵人種は 14

種で移人種は 45 種． また不明は 7 種であった． 出現

表 4. 木本種の出現パターン（表 3 に示した区

分）と由来

出現種数

出現

パターン 侵入種 移入種 不明 合計 由来

1-1 1 5 1 5 種子繁濯

I-2 I 2 3 1 5 種子繁殖

II-1 I 6 1 6 株移入
II-2 8 8 種子繁殖

IIー 3 2 2 種子繁殖
II] 3 3 根茎萌芽繁殖
そのほか 6 6 不明

合計 1 4 4 5 6 6 5 

種数でみた場合，移植元の植生の影響が大きいことを

示している（表 4). ー方， 1992 年の全稚樹個体数の

内訳は，侵入種は 724 個体，移人種は 868 個体，由来

の判断しかねた種は 193 個体で，本数に侵入種のしめ

る割合は， 41% と大きい．従って，移植後侵入する種

数では少ないものの，多くの個体が移植地の周囲から

侵入してきたことが推察された．

3. 移植元の林床と移植後の林床の種の比較

移植元の草本屑 (1987 年調査） と移植後の草本層

(1988~ 1992 年調査）の出現種を比較すると，森林移

植地の種組成は，移植元の草本層群落のものと類似し

ていた．表 5 には原・大野・遠藤・吹春氏による移植

元の草本層群落の組成調査の結果をまとめた．また，

表 2 および表 3 には，この調査によって移植元の調査

で確認された種を＊によって示している．移植元の草

本層群落で出現した種のうち，移植後の調査で出現し

た種は，草本種では 52 種のうち 45 種，木本種では

38 種のうち 32 種であった．草本種で移植後記録され

なかった種は，ホウチャクソウ，モエギスゲ，ナルコ

ユリ，ツルニンジン，ヤマイタチシダ，オオカモメヅ

ル，オオパノトンボソウの 7 種であった． このうち 5

種は，夏緑性であるため，冬期に調査を行った今回の

調査では確認ができなかったとも考えられる．木本種

では，モミ，アカガシ，カマッカ， ミツバッッジ， ト

ベラ，ウラジロガシの 6 種が移植によって消失した．

更に，移植後， 1988 年から 1992 年までの間に，草本

種では， 11 種，木本種では 1 種が消失した．従って，

移植元の草本層で記録された種のうち 1992 年まで生

残した種数は，草本種では 34 種，木本種では 31 種で

あった．これらが，移植元の出現種数にしめる割合は，

草本種で約 67% (34種/52 種），木本種では約 84%

(31 種/38 種）であった．

総合考察

1. 森林移植地の草本層群落に対する侵入種の影響

侵入種のうち草本種は，移植直後の森林移植地の草

本層の種組成に対し，大きな影響を与えている. 1989 
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表 5. 移植元の草本陪の群落組成

種名 類別., 頻度階”被度（％） 種名 類月IJ"' 頻度階”被度（％）

ヒサカキ
アうカシ
マル11· りツキ・

テイカカス万
ミッ11· アケヒ'

ヤ7'Jりシ・

マンリョり
シロダモ
アオキ
キッコり/Iグマ
ク□モシ“
スク＇ツィ

ヤマイクチシダ
シ‘ャJヒゲ
オオ11·J トンホ ·1り

シュンうン

カンアオイ

ナルコユリ
りリカIデ
サルトリイ11· う

ケスケ'
アセピ
ヤマッツシ·
ヒメカンスケイ

ヤ7' こッケイ
エンコり力Iデ
ヵ•マズミ

ツルウメモト・キ

コりヤホ・ウキ

ヤマり砂
升・ミがサ

オオイクチシク會
ァズマネサ•サ
ナカ. 11·/Jりヤホ・ウキ

カキ
7モトシゲ
卜ュロ
切It' ネ

ヤマシロギク
ナキリスケ‘

杓チャクソり
卜りゲシ11·

/Iナミョり力'
トネ・シカ・う

サンショり
マル11· アオク・モ

卜バう

w
W
w
h
h
h
h
W
w
h
W
w
h
h
h
h
h
h
W
h
h
W
w
h
W
w
W
h
h
W
h
h
h
h
W
h
h
h
h
h
h
h
h
h
W
w
W
 

v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>
v
>

ー
ー

1
_

6
8
8
7
5
5
5
5
5
9
5
5
4
4
4
4
4
4
4
3
6
6
4
3
3
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

l
o
o
o
o
o
o
o
o
l
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
 

)'令 7シ‘

lゴ）キ
ムI\'

ァォッツ 4 う7シ‘

茄

ヰ j. りツキ‘

コナう

キヨズミイボク
ヤフ“うン

オオfl')りマ）双クサ
ク切うヒ.

材／＼、キ尋ホ‘りシ

コI\')柏ワうヒ”

フそトスミレ
uギスケ t

';/¥, ごンゲン

材奸汀,i
テンナンショり属 sp.
セ· ンマイ

切＇けがサ
アキノタムうソり
クチ';;j; 尋スミレ

クJ'/キ
イクピカス‘う
ミヤマシキミ
ックI\' ネウッキ‘

コマユミ
ツルアリト‘杓

クうノキ
カうスサ？ンショり

ミッI\' ッツシず

ムう料シキr
切ギ属sp.
）イI\ 合う

センこンソり

アカカ方'
イス含センリョり

グミ属sp.
コ}\')がマズミ
りツキ・

カマッヵ
スイカズう

9イミンクチ}\'ナ

りうシ’ロカ＇シ
7ユイチコ·

＾グ）カズう
モミ

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

h
W
h
h
W
w
W
w
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
W
h
W
w
W
h
W
w
W
w
W
w
W
w
h
W
h
W
w
h
W
w
h
W
W
 

2
2
2
2
2
2
2
2
5
1

ー
ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

ー

1

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
 *1 w: 木本種• h : 草本種．本報では、地上部が lm以上に成長しない木本性の種や．

ツル植物は．草本種とした．
*2 I :0-2虞 11 :20-4激 11 I :40—60%, IV:60—8潔. v:so-9潔．

年には，移人種の被度の合計が 22% であるのに対し，

侵入種の被度の合計は 45% に逹している． しかし，
その後の草本の侵入種の種数と被度は，年を経るにし

たがって減少しており， 1988 年には 74 種であった

が， 1992 年までには 37 種にまで減少し，被度の合計

も急激な減少傾向を示した．各種の出現頻度も，低下

傾向を示しており，移植地の侵入種は減少傾向にあ

る. 1992 年の侵入種の減少の理由の一つとしては，

林冠屑の樹冠の回復にともなう庇陰が考えられるが，

この点については，更に解析が必要である．

他方，木本種のうち侵人種は，表 3 のグループで I-

2 に区分したイヌシデなどの 12 種と IIー3 に区分した

ヒイラギなどの 2 種の計 14 種であった． これらの種

は，いずれも，業をもった痩果もしくは液果をもち，

種子が風や鳥によって継続的に運び込まれていると考
えられる種であった．種数は全種の 21% に過ぎない

が， 1992 年の個体数は 724 個体で，出現個体数の

41% を占めた．

以上述べたように，森林移植地の草本層の組成に対

する侵入種の影響は，草本種で比較的小さく，木本種

では種数割合では小さいものの本数割合では大きいこ

とがわかる．特に，木本の侵入種のうち，園芸種は今

後の植生回復にとって深刻な問題である． ビラカンサ

の仲間やマルバシャリンバイは，生態園の周囲に植栽

された園芸種であるが， 1992 年には両種あわせて

100 個体以上の個体が出現している．また，クスノキ

も同様に自然林には出現しない種であり，個体数は少

ないものの巨木に成長する可能性がある．今後，木本
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層も含めた森林移植地の群落構造や種組成に影孵を及

ぼすことが懸念される．

2. 森林移植地の草本層群落に対する移入種の影響

森林移植地の草本層群落は，土壌，林床植生，樹木

を移人したために，移植元の林分に強く影響を受けて

いる. 1992 年に森林移植地の草本層に出現した種類

のうち，移植元の草本層の植生調査に出現した種の占

める割合は草本種と木本種で，それぞれ， 35% と

48% であった．また， 1992 年の調査で移入種と判断

された種数は，草本種と木本種でそれぞれ，約 61%

(57種/94 種）と約 65% (42種/65 種）であった．

草本種のうち，移植直後から出現頻度が高い多年生

種（背丈の低い木本や多年生草本）である，ツルアリ

ドオシ．テイカカズラ，ヤプコウジ，ナキリスゲなど

は，株として移入されてきた種である．木本種におい

ても，出現した 65 種のうち，出現パターン 11-1 に区

分した 16 種が株の状態で移人された種であると考え

られる．

ー方，移人種には，種子のまま移人されてきたと考

えられる種も多く出現した．森林の土壌中には，多く

の種子が埋土種子として混在していることはすでに知

られている （永野・梅原， 1980; N aka and Yoda, 

1984). 本調査で出現した草本種の移入種 96 種のう

ち， 41 種は移植以前の林床では記録されなかった種

である．これらの種は，株ではなく，土壌中に休眠し

ていた種子や胞子の状態で搬入されたと推測される．

木本種では，表 3 で区分したグループのうち， 1-1 に

区分した 15 種 11-2 に区分した 8 種の計 23 種が，種

子によって移植元より移入されたと考えられた（表

4). このように，種子の状態で移人されたと考えられ

る種は，全出現種の約 30% を占めていた．実際，岩瀬

(1987) が，森林移植地の移植元の土壌， 1000 cm3 を

用いて蒔きだし実験を行ったところ，少なくとも 33

種 754 個体の実生が発芽した．そのうちェノキグサ，

コナスビ，ノプドウ，ベニバナボロギク，オカトラノ

オ，クマイチゴ，アカメガシワ，ヤツデ，ネムノキ，

クサギ， エノキの 12 種は， 移植元の草本層には出現

していない種であった． このことから，森林移植地の

草本層の組成には，移植元の種構成のみではなく，埋

土種子集団の組成も強く影響していることが考えられ

る．

株や埋土種子による移人に加えて，スダジイとアラ

カシ， ヒサカキは移植された樹木から生産された種子

から発芽したと考えられる．これらの種子は， 1992

年までほぽ毎年当年生実生が出現したが， これは上層

の移植個体が結実したためである．

以上の結果，森林移植法による植生回復の試みに

よって，森林移植地では，埋土種子集団・地上の個体

をふくめた移植元の植生の影響を強く受けていること

がわかった． しかし，現状の林床植生は安定状態には

達していない．森林移植によって，移植元の草本隠に

生育していた草本の約 33%, 木本種の約 16% が消失

し，なお， ツルアリドオシ，イタビカズラ，エンコウ

カエデ， タイミンタチバナなど残っている種の出現頻

度や個体数も減少している．また，移植された上層の

樹木の回復にともない，更に草本層の植被率は低下す

る傾向にある（図 2). 森林移植法の有用性を議論する

ためには，今後，更に移人種と侵入種の増減に関する

継続調査が必要である．
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An evergreen broad-leaved forest community, 
native to Kamogawa City, southern Boso Peninsuｭ
la, was experimentally restored at the Ecology 
Park in 1988. The entire vegetation community, 

including trees, shrubs, soils, and litter was transｭ
ferred, and recovery of ground vegetation in this 
community was investigated for 5 years (1988 to 
1992). The community area was divided into 1 m 
sq. contiguous meshes, and species composition 

and number of tree seedlings were recorded annu 

ally for each mesh. 
Understory species were divided into two categｭ

〇ries;'invader species'thought to have moved 

from outside the community; and'original species' 

thought to have arrived from Kamogawa in the 
original soil. 
Research showed that for herbaceous plants, 

annual and overwintering invaders dominated at 
first, but were soon succeeded by perennial invadｭ
ers. Invaders decreased in later years, and by 1992 

original species were dominant. For woody speｭ
cies, 25% of all species, and 41% of total individuｭ
als were invaders from surrounding areas (1992). 

The results showed that ground vegetation of 
the restored forest is closer to the original than to 
local surrounding forests. The composition, howｭ

ever, is still changing, and if the invader trees 
should grow to substantial size, they could then 
influence the composition of ground vegetation. 

More research is thus required to evaluate the 
potential for restoring forest communities. 
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